
武蔵野調理師専門学校

【学校目標（スローガン）】

【優先課題】 【全体総括】

【各戦略領域における活動概略】
※ 達成度は ◎ ○ △ × の４段階

概　　略
定 性 的 目 標
定 量 的 目 標

経　緯　と　結　果
達成度

※
成　果

向 上 方 策
問 題 点

改 善 方 策

対面授業が難しい場合の教育方法としての課
題や動画による授業開講の準備を進める

授業動画及び授業課題の作
成

実習教科は基本実習の動画が、座学教科は一
部科目を除く全講義のオンデマンド授業の準
備が開講前に整った。

〇
実習動画は基本の復
習の目的で使用する
ことができた。

教育内容の充実を図ったうえで、最新の教育
情報共有をし入学対象者に発信する

･各科の特徴を示す資料を更
新し体験入学等で使用する
･ﾀｰｹﾞｯﾄを意識した体験入学
の実施

各科のカリキュラムを充実させる為の検討と
実施をした。体験入学展示資料も更新した。
ﾀｰｹﾞｯﾄへの発信力に課題が残った。

△
体験入学では最新の
情報提供が出来た。

入学対象の新規開拓。
首都圏内での入学者の
少ない地域へのｱﾌﾟﾛｰﾁ
強化｡

学生指導に関わる教育指導の統一と改善 改善マニュアルの作成

コロナ禍でほぼ全ての行事が実施できなかっ
た。

△

コロナ禍の新生活様式と共に活動する学生の
就職支援と、社会人基礎力の修得

関係業界（新たな職種の開拓）

コロナ禍での求人企業が減少することを想定し
ていたが、少子化に伴う若年層の育成に危惧す
る企業は求人を平年より1社においては少ないが
企業者数は増えたことによる。

〇

コロナ禍における調理分野での新しい社会貢
献活動（ボランティア・食育教室）と外部連
携を検討・実施

社会貢献活動の実施と研修
制度のさらなる充実化

コロナ禍を心配していたが、規模を縮小しな
がらも実施。参加者からも喜んでいただき実
りある内容であった。

○

コロナ禍の新しい生活様式のもとで、新たに
可能な教員研修のあり方を検討する

研修検討委員会の設立
実習・教務の内部人員のやり繰りとコロナ対
応、及び学生数減に対応するための諸対策に
繁忙され、実行できなかった

×

安全、衛生を軸として、さらにコロナ感染予
防策も視野に入れた教室・実習施設の改修

ソーシャルディスタンスを
踏まえた施設の整備の充実

耐震工事に伴う改修工事の検討がされている
為、施設改修に至らず

×

コロナ禍を踏まえて留学生受け入れ態勢の見
直しを図る

留学生受け入れ可能人数の
設定

設定見送り
コロナ禍の継続で不確定要素が多く意思統一
するには時期早々と判断

△
国の政策に大きく左
右される。

施設整備はほぼ実施
せず

（８）財務戦略

（７）施設設備

（６）組織･運営体制

コロナ禍2年目の令和3年度でしたが、引き続き生徒の安全を第一優先に考えながら安心安定した教育の実施を
念頭に置いて、1年目の経験値を踏まえ各種行事をはじめ出来る限り教育活動の再開実施に取り組み教育の充
実を図った。教育成果の一つである就職率では、コロナ禍において甚大な影響を受けた外食産業でしたが、生
徒の希望を重視し希望に即した内容で98％を達成した。しかしながらその風評からか生徒募集に関しては厳し
い結果と成ってしまいました。また経営改善計画検討委員会が発足し、調理師専門学校の収支改善に向け様々
な取り組みを検討する1年となった。

定量的目標
の結果

授業動画の準備が
整った。

各科共に入学者減少
となった

各資格取得率も受験
者に対して7割以上と
高かった

数字的には98％を超
える内定状況

概ね例年通り実施

委員会の設立、及び
研修制度の検討まで
至らなかった

コロナ禍に対応した調理師養成教育の実施。

中期目標（ビジョン）達成に向けた中で、コロナ禍の経験を反映し、より安心(環境整備）・安全
（感染予防対策）・安定（オンライン授業等新たな授業環境）した教育システムの構築と、本校
の最大のストロングポイントである就職実績について、コロナ禍における外食産業界の動向を踏
まえ新たな就職指導の在り方と充実を図る。また、コロナ禍を機に変化するであろう新しい生活
様式に備えて、コロナ収束後の本校の教育の在り方を模索する。

戦略領域

（４）就職支援

（５）社会貢献･
　　　外部連携

（１）教育の充実

（２）学生募集

（３）学生支援



【中期計画に基づく具体的施策】

（１）教育の充実 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

1
特別講義におけ
る教育内容の精
査

実
習
課

新型コロナウイルス
感染予防対策を講じ
ながらの授業運営に
終始したため、内容
の精査にまで至らな
かった。準備の期間
を慎重に考える事と
担当に教務課も加え
るべきだった。

教育内容の精査をするた
めの資料を作成し周知を
図る。客観的に確認でき
る資料とする。また、実
習・教務が共有できる
ツールとしての役割も持
たせたい。

特別講義（外来
講師）の教育に
関わる資料の作
成

実習外来講師に関する資料を担当者
ごとに作成頂いた。全ての講師につ
いて作成はかなわなかった。また、
教務担任の使用も少なかった。

△

今後の授業内容や講
師決定の際に参考に
できる客観的資料の
作成は出来たが、教
務担任が共有出来る
ツールとして利用出
来ていなかった。

資料の更新は引き続
き行い、担任が使用
するよう周知を強化
する。

△

2
調理に関する知
識を具現化した
調理実習

実
習
課

新型コロナウイルス
感染予防対策を講じ
ながらの授業運営に
終始したため、実習
授業に座学講義を織
り込むまでに至らな
かった。準備の期間
を慎重に考え、教務
課も担当するべき。

実習シラバス作成に際
し、学問的内容をどう織
り込むか考察する。

令和5年度用シラ
バスを理想の形
として完成

経営改善のための取り組みとして多
くの部分で改善・改革が必要となっ
た中で、理論的内容が多く汲み入れ
られ、理論が実証される実習が可能
なシラバスの作成につながった。

〇

2022（令和4）年度
シラバスの完成。総
合調理実習（集団調
理実習）のレシピも
新たに掲載できた。

総合調理実習（集団
調理実習）のシラバ
スの更なる改善が必
要。

シラバス完成で統一の指
導が出来るようになった

〇

3
時代の変化に応
じた専門技術の
研究

実
習
課

従来通りの研修や講
習会開催が難しく
なったため、研修会
等のあり方を再考す
る必要があります。

時代の変化に応じた専門
技術の研究をどのように
行うのか考察する。

専門技術研修の
研究推進担当の
決定及び指針の
決定。

研修担当は技術顧問が担当、希望す
る教職員は誰でも参加できるとの方
針も決定された。

△
令和4年度より研修
実施予定。

技術顧問の助手をつとめ
技術向上をはかる

△

9 授業研究の促進

実
習
部
・
教
務
部

オンライン授業への
随時切替可能な体制
を整える必要性を実
感。講義の録画を進
める。

オンライン授業にいつでも
切り替え可能な準備を進め
る為、録画機材、パソコ
ン、プロジェクター、スク
リーン等の整備を進める。
担当講師が一定期間出校停
止となってもオンライン用
録画講義があれば教育の遅
滞にはつながらない為。

パソコン、プロ
ジェクター、ス
クリーンを各教
室に整備する。
また、動画撮影
用ビデオカメラ
（周辺機器を含
む）の購入。

環境整備
費用とし
て　３０
０万円

座学・実習ともオンデマンド授業用
の教材（ビデオ講義）の準備は出来
たが、年度途中から経営改善計画に
則り経費削減を実施した為、環境整
備は出来なかった。

△

オンデマンド授業教
材により学級閉鎖時
の授業対応ができ教
育の遅滞は免れた。
また、実技の教科で
は特に実技試験の復
習のために各自が視
聴、一層の技術向上
につながった。

経費削減により新規
購入はできなかっ
た。座学授業ではプ
リジェクターを使用
する講師も多くな
り、毎授業毎の機材
のやりくりが業務と
なった。

休校を逸がれ対面で技術
向上につながった

〇

10 校外研修の充実
教
務
課

コロナ禍において学
外での実習・研修が
実施できませんでし
た。また、新しい生
活様式においての学
外実践教育の充実を
図る為の指導が必
要。

学校の教育方針に従った
実践教育を行えるよう研
修先との連携を強化、学
生への意義付けを徹底す
る。

学生が考える実
践教育と教職員
が学んでもらい
たいと思う実践
教育の差を埋め
るツールを作
る。

コロナ禍により受入可能かどうかの
判断が実施予定間際まで決定されな
い事もあり、指導は従来と変わらず
に行った。

✕ 〇

11
人格教育委員会
での決定事項反
映

人
格
教
育
委
員
会

旧委員は啓発ポス
ターの掲示を行って
いました。新委員は
未だ該当委員会には
出席をしていない
為、今後の方向性は
会議出席の後決定予
定。

人格教育をどのように推
進し、学生への理解を深
める方法を考察する。

学生へのアプ
ローチ方法を検
討・決定・実
行。

人格教育委員会が開催されなかった
為、活動はポスター掲示のみにとど
まった。

✕
毎月のポスター掲示
を通して啓発活動に
代えている

共通認識に欠ける部
分がある。

×

結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括具 体 的 施 策 計　画　内　容



（２）学生募集 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

12
最短で免許取得
のｱﾋﾟｰﾙ強化

調
理
師
科
課

実
習
部

出願者が減少してい
るので、１年間で調
理技術の修得が出来
る事とやってみたい
と思わせる魅力のあ
るカリキュラムに再
構築し、外に発信す
る事が必要。

一般実習ｶﾘｷｭﾗﾑの再構築
(ﾆｰｽﾞに合わせた魅力ある
実習内容)と専攻別総合調
理実習（実践力に繋げる
内容）の充実。

・実習ｶﾘｷｭﾗﾑの
再編成。
・専攻別総合調
理実習の授業目
的を明確にす
る。

専攻別総合調理実習にて調理技術検
定を実施により実施せず。

×
全調教基準の技術認
定試験2級の取得が
出来た。

専門的調理技術の向
上に繋がったかの検
証が必要となった。

調理実習の結果なので指
導の見直しが必要

×

13
外食産業界を担
う人材教育の実
践と周知

高
度
調
理
経
営
科
課

実
習
部

外食産業界の理解が
薄い学生がほとんど
なので、実践力をつ
ける授業内容の充実
を図る事が、科の魅
力に繋がり、入学対
象者へのｺﾝﾀｸﾄﾎｲﾝﾄ
になると考えられ
る。

調理業務の実践強化（校
外実習前指導の内容構築
と授業内容の充実）。

・校外実習の教
育目的と特別講
義の教育目的を
明確にする。
・賞味会を通し
て職業性の理解
を身につけた事
を確認する。

コロナで企業側の受け入れに制限が
あり、一部校内実習を実施。賞味会
はコロナ対策により学内のみの開
催。

△

コロナにより実施決
定までに時間を要
し、例年通りの指導
にて開催。

昨年の反省を学生指
導、準備に反映させ
る。

△

14

料理と製菓の技
術を持った食を
ﾄｰﾀﾙﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽす
るｶﾘｷｭﾗﾑ内容を
発信

ダ
ブ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
課

実
習
部

職業としての製菓職
の理解を深め、幅広
い引き出しを持つ事
の出来るｶﾘｷｭﾗﾑ内容
である事を見える化
し、ｱﾋﾟｰﾙする力を
付ける事が課題。

･資格取得と実践力の強化
(ｶﾘｷｭﾗﾑ内での業務実践)
･学校名の検討

製菓業務実践に
関しての新しいｱ
ﾌﾟﾛｰﾁをする。

資格取得へのサポートを強化し、結
果にも現れた。
学科名の変更をした。

△

エスポワールなどは
コロナ禍対応で新し
い取り組みを加え実
施した。

引き続き、新たなア
プローチの検討

〇

15

既卒者含め幅広
い対象者への継
続的なｱﾌﾟﾛｰﾁを
する

調
理
師
科
課

実
習
部

体験入学の中で、１
年間で調理技術が身
につき、専攻別総合
調理実習でより専門
性を深めるなどの魅
力を伝えきれていな
い事が課題。

・科の特徴となる授業･教
育内容をｺﾝﾊﾟｸﾄな形で実
体験できるｽﾀｲﾙを作る。
・ﾀｰｹﾞｯﾄを定めた体験入
学を実施する。
・Webによる学校説明会の
内容の充実。

･参加者の望む内
容で広報活動が
出来るよう体験
入学の内容の再
構築。
･調理師科の教育
内容を発信でき
る資料を作成す
る。

資料作成、内容の検討をしながら体
験入学を実施。

△
学生募集に苦戦し
た。

入学対象者に向けて
教育内容の発信場所
とその手段の検討。

体験入学の結果、内容が
悪いのか？創意工夫が必
要

△

16

専門技術･知識
の修得と社会人
基礎力を身につ
けるｶﾘｷｭﾗﾑをｱ
ﾋﾟｰﾙする

高
度
調
理
経
営
科
課

実
習
部

入学対象者に２年間
養成の目的、授業ｶﾘ
ｷｭﾗﾑや教育目的の理
解を深めてもらい入
学意欲を高めてもら
う工夫が必要。

・科の特徴となる授業･教
育内容をｺﾝﾊﾟｸﾄな形で実
体験できるｽﾀｲﾙを作る。
・ﾀｰｹﾞｯﾄを定めた体験入
学を実施する。
・Webによる学校説明会の
内容の充実。

･参加者の望む内
容で広報活動が
出来るよう体験
入学の内容の再
構築。
･高度調理経営科
の教育内容を発
信できる資料を
作成する。

内容の検討をしながら体験入学を実
施。

△
概ね学生募集に繫げ
られた。

入学対象者に向けて
教育内容の発信場所
とその手段の検討。

体験入学の結果、内容が
悪いのか？創意工夫が必
要

△

17

早期対応で料
理･製菓と幅広
く検討している
対象者へｱﾌﾟﾛｰﾁ
する

ダ
ブ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
課

実
習
部

体験入学参加者の学
校理解や調理の魅力
を伝える事は出来て
いるが、出願に繋げ
ることが難しい。

・科の特徴となる授業･教
育内容をｺﾝﾊﾟｸﾄな形で実
体験できるｽﾀｲﾙを作る。
・ﾀｰｹﾞｯﾄを定めた体験入
学を実施する。
・Webによる学校説明会の
内容の充実。

･参加者の望む内
容で広報活動が
出来るよう体験
入学の内容の再
構築。
･ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科
の教育内容を発
信できる資料を
作成する。

内容の検討をしながら体験入学を実
施。

△
学生募集に苦戦し
た。

入学対象者に向けて
教育内容の発信場所
とその手段の検討。

体験入学の結果、内容が
悪いのか？創意工夫が必
要

△

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



（３）学生支援 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

20
全教職員による
サポート体制の
構築

S
S
課

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
担
当

メンタルで悩む生徒が
増えてきた。令和2年
度より、実習職員も参
画し、組織の運営を
行っている。教務及び
実習両方から細やかな
サポートができるシス
テムを構築するように
する。

現行のマニュアルを見直し、
担任、実習教員を含めた全教
職員によるサポートの実施と
マニュアル作り。

昨年度のマニュア
ルの内容を精査
し、教務だけでは
なく、学校全体で
サポートできる体
制のマニュアルを
構築する。

メンタルヘルス研修参加任数7名と
少なかった。

△
時期を見直すととも
に、教職員の意識を
変えていく。

×

21
カウンセラーを
交えた教育相談
の定例化

S
S
課

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
担
当

メンタルで悩む生徒が
増えてきた。メンタル
ヘルス対応の整備、及
び教育相談での情報共
有を定期的（9月、12
月、3月）に行ってい
る。メンタルヘルス対
応の再考を実施。

カウンセラーを交えた教育相
談会議の定例化及び内容の整
備を行い、学生対応の方針を
学校で共有する。

開催通知を事前に
配布するととも
に、目的、議題を
明確にし、内容の
ある会議の実施。
数ある生徒の問題
に対し、学校全体
でどのような対応
ができるのか模索
する。

情報共有の会議を実施することがで
きなかった。

×

担任や各科のサポー
ト体制が整ってきて
いるのかメンタルへ
ルス責任者まで情報
が上がってこなかっ
た。

メンタルヘルスの流
れを再検討が必要。

×

22
奨学金利用者の
支援

S
S
課

奨
学
金
担
当

新型コロナウィルスの
影響で、奨学金利用者
が増ることが予想され
る。奨学金担当者の負
担が増えているのが現
状である。担任が少し
でも奨学金担当者の負
担の軽減の一翼を担え
ればと考える。

新型コロナウィルスにより、
例年以上に利用者増が見込ま
れる。担当者だけではなく全
教員が対応できるマニュアル
作りを引き続き実施する。

奨学金新制度の利
用状況を踏まえ、
必要な資料等を整
理しながらマニュ
アルを作成する。

担任に各クラスの利用者の手続き、
書類提出などの協力依頼

△
担任の協力により、
担当者の負担も軽減
しつつある。

担任への協力依頼、
マニュアルの作成継
続。

〇

23
新入生研修の内
容再検討

S
S
課

トレッキングの帰路
は、公道を使用するな
ど危険性が伴う。ま
た、雨が降ると施設的
に代替カリキュラムが
ないこともあり、施設
の選定も必要。

研修の効果を精査し、時代に
即した研修内容にする。ま
た、コロナ禍に於いて、教育
効果の高い研修内容を模索す
る。

研修内容を精査
し、作成案を新た
に構築する。講師
の選定を行う。

学費検討 コロナの為中止 ×
年度を跨いだが来年
度に向けて、新しい
プログラムを検討中

×

24
研修旅行の計画
及び実施

ダ
ブ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

ダブルプログラム科の
研修を模索してきた
が、進行しておらず。
野菜ソムリエ協会と連
携していきたい。

外食産業界に則し、6次産業
等を学ぶべく研修要素の高い
研修旅行の計画及び実施。

研修要素の高い研
修内容の模索。情
報収集に努める。

学費検討
令和5年度のカリキュラム変更に向
けて精査している。

△

ニーズを確認し、カ
リキュラムに反映で
きるように準備をし
ている。

教学改革プロジェク
トと連携し、カリ
キュラムを構築す
る。

△

25
学則・諸規則の
整備と運用

S
S
課

学則に対しての、細か
な罰則規定が文面化さ
れておらず、その場そ
の場での対応となるた
め、指導が一貫されて
いない。文面化、懲罰
会議を設け基準を統一
する必要性がある。

学則・諸規定で曖昧な点を精
査して文面化する。懲罰等の
学生対応も会議の場を設定し
基準を明確にする。

学則内容を整理
し、添削を行う。
懲罰等の段階を振
り分け会議の基準
を設ける。来年度
実施に向けて基盤
の整備を行う。

進展なし × ×

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括

26
学校行事の意義
づけの徹底

S
S
課
・
担
任

各科の学校行事に関し
て、目的を明確に示
す。また、体育祭は遠
方での開催ということ
もあり、生徒からの不
満が出ている。体育祭
の意義や楽しみを見い
だせることが課題。

学生が積極的に学校行事に参
加できるように各行事の意義
を明確化し、伝達・共有す
る。

各行事の目的や意
義を明文化する。
来年度の伝達方法
のマニュアルを確
立する。

行事自体がコロナの為中止。その中
でも卒業作品展などはしっかりとマ
ニュアルを作成し実施。

△ △

27
資格取得へのサ
ポート

S
S
課
・
担
任

生徒に対し、資格の優
位性を話をしている
が、資格取得率が低
迷。資格の打ち出しや
時期等再検討が必要と
感じる。

各資格が将来どのように役に
立つのかを明確化した上で受
験者数・取得率向上のための
サポートを実施。

過去数年の資格取
得率低下の原因を
精査し、資格の優
位性を示した資料
を作成する。

資格について担任が伝えやすいよう
に資料を作成。オリエンテーション
で利用。

○ 〇



（４）就職支援 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

28
就職先選定基準
の明確化

就
職
課

働き方改革に沿っ
て、新卒の教育を意
識している企業を各
職種抜粋する必要が
ある。業界に輩出す
る学生が減少にある
ので、きめ細かな指
導に配慮するよう意
識する。

就職先基準とするガイド
ラインを文書として求人
票と同封する。また、来
校頂いた企業には文書の
内容を周知して頂く。

学校としての指
導を理解して求
人票・卒業生名
簿の返送をして
くれていると判
断したい。人を
介すことなので
構築に時間を要
したい。

コロナ禍であることで、業界、企業
に関しても手探りの運営であり、判
断は難しい中ではありますが、概ね
職掌担当は意識し遂行している。

〇 継続し周知する。

コロナ禍である為、
平年とは採用に関し
ても違うので、構築
に時間を要し継続。

〇

29

就職の方針に関
する企業側の理
解促進と企業開
拓

就
職
課

社会状況に応じた働
き方ができ、職業と
してのスキルを向上
させるように努める
企業を検討できるよ
うに情報収集を各職
種担当でまとめる必
要がある。

各職種担当に働き方改革
に準じた企業の優先順位
をつけるよう周知する。
各職種担当が偏りのない
分析ができるようつとめ
る。

ホテル等関係企
業は働き方改革
にほぼ準じる施
策で動いている
ので、専門店、
集団調理企業に
ついては10社優
先企業を絞り、
列挙する。

コロナ禍である為、来校求人が減っ
たこと、開拓は特にせずの年とな
る。

△
優先企業先の絞り込
みの継続

△

32

就職セミナー等
の充実・プロ
ジェクター、Ｐ
Ｃなどの環境設
備の充実

就
職
課

企業との連携により
効果的な学生理解を
深めるセミナーの実
施。近年セミナーの
際にはプロジェク
ター・ＰＣ等使用頻
度が高くなってい
る。90％以上の企業
が使用のため、設備
の充実を図りたい。

就職セミナーの目的を担
任指導・担当者指導を通
し伝えていく。・設備充
実により円滑な進行が望
めると共に視覚効果を利
用し職業理解につなげた
い。

実施後の感想
文、アンケート
を行い目的の掌
握に努める。

200万

コロナ禍のため、セミナー方法の変
更、企業を分散し放課後来校に協力
企業、学生の密集に努めるなど、機
材をうまく利用して実施のために
は、設備の充実の継続に務めたい。

△ 環境整備の充実 〇

33

研修などを通し
た実践的職業理
解の促進　・オ
ンライン設備の
充実

教
務
部
・
就
職
課
・
担
任

夏期研修･インターン
シップ･職業実践高度
調理経営科研修など
実体験による職業意
識を実施。会社説明
会･試験･適性検査･内
定式など新たな採用
計画の在り方に即し
た設備（備品）･場所
の充実を図りたい。

現場を知ることで新しい気
づきが生じ、技術習得・知
識の必要性を思い学校生活
に反映させたい。・学内に
対応できる場所があれば指
導上安心であること。WI-FI
環境の充実（就職支援室）
電話の開通・防音（天井か
ら5階実習時の音がすごい
為）

担任・担当者を
介し誘導的指導
が出来たか、参
加人数、報告書
などで分析して
いく。　円滑な
企業とのやり取
り（採用内定）

50万
コロナ禍もあり、研修の受け入れに
は苦慮した面と、オンラインの説明
会・選考等が多くなった。

△

オンライン対する学
生の順応性は目覚ま
しさがある。継続し
た施設の充実。

就職支援室のWi-Fi
環境があるとありが
たい。

△

36
社会人基礎力向
上のための個別
指導の強化

就
職
課
・
担
任

学校もいち社会であ
りクラスメイトとの
交流、就職活動を通
し自己理解を深めさ
せる必要がある。

面談・履歴書作成・エン
トリーシート作成・自己
分析シートなどの必要物
の取り組みにて担任指
導・担当者指導の支援を
通し理解させてたい。

学生の1年・2年
間での就職先決
定を達成基準と
する

社会情勢の変化で学生が外食産業に
向けるイメージダウンにならないよ
う担任より業界の情報、求人がある
事を流し、就職決定に結びつけた

〇

学内においては、1
年間の学生はこうい
う環境でも進路をき
ちんと決めなくては
という意欲は感じ
た。

研修、アルバイトな
どの経験不足からか
自己ＰＲの弱さを感
じることがあった。

〇

30

企業への離職率
確認、依頼及び
企業側のニーズ
の把握

就
職
担
当
者
各
位

卒業生名簿・人事と
の連絡

早期退職、離職者を減ら
すために内定者指導の充
実を図る。また、専門店
等はインターンシップな
どギャップを減らす様努
める。求める人材、経営
方針を企業側に採用時レ
クチャーしてもらう。

卒業生名簿の回
収

コロナ禍である為、来校求人が減っ
たこと、開拓は特にせずの年とな
る。社会情勢にてやむなく業界離れ
したホテル関係等の若年層の離職の
連絡は平年より多かった。

△

離職が出たこと、人
事の方は在宅勤務等
が多く回収は前年よ
り減ってしましまし
た。社会状況での難
しさを感じました。

△

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



（５）社会貢献・外部連携 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

37
豊島区の小中学
生対象の料理教
室

実
習
部

例年実施し、参加者
にも評価をいただい
ており、今後も継続
し地域との連携を
図っていきたい。

豊島区と協議し、ニーズ
にあった内容を検討し、
実施する。

毎回、内容を検
討し継続して行
う

実習費 コロナの為中止 × 継続連絡あり 〇

38
全調教と当校主
催の料理教室

実
習
部

例年11月に実施でき
るよう学生にも協力
を得て、毎回多くの
方々に参加いただい
ています。今後も継
続し地域との連携を
図っていきたい。

毎回、食や調理について
興味引く内容を検討し、
実施する。

毎回、内容を検
討し継続して行
う

実習費 親子20名に参加していただいた。 ○

魚の卸し方をメイン
で実習を行い、アン
ケートからは素晴ら
しいとの評価をいた
だくことができた。

収支が合わず、苦慮
したので次回は策を
講じたい。

〇

39
豊島区立西部子
供支援センター
料理教室

実
習
部

例年8月・12月に実
施。学生にも協力を
得て、活動をしてい
ます。今後も継続し
地域との連携を図っ
ていきたい。

豊島区と協議し、ニーズ
にあった内容を検討し、
実施する。

毎回、内容を検
討し継続して行
う

実習費
ハンディキャップを抱えた子供たち
に料理を通して楽しさを伝えられ
た。

○

ハンディキャップを
抱えた子供たちに料
理を通して楽しさを
伝えられた。

〇

40

高度調理経営科
-校外研修に対
する指導の統
一、専門人材訓
練生の研修

教
務
部
（

高
度
調
理
経
営
科
）

校外研修も毎年検討
しながら実施し、構
築されつつあるがさ
らに統一した指導に
より全体の意識を高
め、就職にも生きる
と考える。また、専
門人材訓練生の就職
指導・研修先の検討
が必要。

就職指導を通し、多くの情
報を提供する。
アルバイトなど積極的に斡
旋し、多くの情報・経験か
ら研修先を決定し進路決定
に繋げる。また、専門人材
訓練生の研修について企業
への協力を依頼と実施、就
職指導を行う。

校外研修につい
て統一した指導
方法を明確に
し、文面化の準
備。専門人材訓
練生の就職指
導、校外研修実
施

コロナの影響で、受け入れ企業の制
約があり企業での実習が出来ない学
生に対し学内にて実習を実施した。
訓練生は全員企業にて実施できた。

〇

大半の企業から高い
評価をいただく事が
でき、就職に繋げら
れた。

一部、研修へ臨む姿
勢が徹底されなかっ
たので、反省を次年
度に生かしたい。

大半の企業が受け入れ、
従来の研修が可能

〇

41

ダブルプログラ
ム科-外部販売
の実施とイン
ターンシップの
充実

教
務
部
（

ダ
ブ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
）

外部販売・コンクー
ルの機会が得られ、
継続することで企業
との連携、学生の経
験に繋がると考え
る。また、インター
ンシップ参加により
進路選択・離職率の
低下に効果があると
考えられる。

企業へのアプローチを積極
的に行い、多くの学生が興
味を持ち参加するように指
導する。アルバイトや研修
など積極的に斡旋し、現場
経験から具体的な進路決定
に繋げるよう指導する。専
門人材訓練生のインターン
シップについて検討・実施
する。

外部販売やコン
クールへの積極
的取り組み
インターンシッ
プ参加者の増加

インターンシップ参加率54％ △

申込人数はもう少し
いたが、コロナで受
け入れがなくなるな
ど若干名いた

インターンシップの
必要性を今まで以上
に説く

〇

42
企業への在職者
名簿の記入を依
頼

教
務
部

就職先の企業に在職
者名簿の記入依頼し
ているが、それを更
に広報活動などにも
活用する。

卒業生の状況を把握、学
生のニーズにあった企
業・人物を検討し、企業
を通じて本校の就職セミ
ナー講師やパンフレット
掲載などを依頼する。

毎年、内容を検
討し継続して行
う。

〇

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括

43
同窓生の現状把
握を行う

教
務
部
・
実
習
部

来校した卒業生に対
して、総合学園祭の
際に同窓生名簿の記
入を依頼している。

今後も同窓生名簿の依頼
を継続し、それを職員が
共有する

毎年、内容を検
討し継続して行
う。

本年度より卒業生の個人情報を確保
することができた。

○

卒業生に卒業生アン
ケートを実施し、
メールアドレス等の
情報を乳sy酢するこ
とができた。今後、
情報を発信してい
く。

学校行事には同窓生は必
ず招待する。連絡は必ず
元担任

〇

44
広報部と連携を
し、同窓会組織
の強化を行う

教
務
部

同窓会組織の運営が
されていないので強
化する手段を検討

ホームページ内の卒業生
向けページを使用し、同
窓生の現状把握、組織強
化を行う

毎年、内容を検
討し継続して行
う。

広報部と連携して調整している △ 引き続き調整
学校行事には同窓生は必
ず招待する。連絡は必ず
元担任

△

45

インターネット
等の媒体を有効
活用した卒業生
サポートの充実

教
務
部

卒業後のサポート体
制を確立するために
検討・実施が必要だ
と考える。

卒業生サポートセミナー
(再就職サポート、開業・
店舗運営・講習会）等を
行う。

毎年、内容を検
討し継続して行
う。

広報部と連携して調整している △ 引き続き調整
学校行事には同窓生は必
ず招待する。連絡は必ず
元担任

△



（６）組織・運営体制 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

46
職員室の一体化
による業務の互
恵的関係の構築

学
校
全
体

（

総
務
・
広
報
・
財
務
部
と

連
携
）

各部門がそれぞれ独
立しているため、専
門性の向上には役
立っているが、人材
の有効的な流用が行
えていない

調理師学校での準備委員
会を立ち上げ、各部門と
の折衝に入れるような体
制を整える

準備委員会の立
ち上げと定期開
催

コロナや学生数減への対応などで、
多忙になった業務のため対応できな
かった

×

実習・教務共に内部
での異動が増えた事
と、学生数の動向も
あるので、いましば
らく対応は困難と考
えられる

×

47

実習助手職員の
専門以外でのプ
ラスワン担当力
の育成

実
習
部

各料理ジャンルがそ
れぞれ独立している
ため、専門性の向上
には役立っている
が、人材の有効的な
流用が行えていない

職員の希望も考慮しつ
つ、調理師科グランドス
テージの見直しを機会
に、助手職員の流用性を
高めていく

複数の助手職員
の異動

実習の行われないセクションからの
ヘルプ制度が実行されており、業務
多忙な中、着実に進んでいる

〇

実習教務間及び実習
内部での異動が増え
たので、今後の積極
的な継続に続けてい
く

〇

48
教務職員の実習
助手対応力の育
成

教
務
部

各部門がそれぞれ独
立しているため、専
門性の向上には役
立っているが、人材
の有効的な流用が行
えていない

水田先生のパターンをモ
デルに、職員の希望を考
慮しつつ対象者を増やし
ていく

教務と給食室と
の人材交流を進
める

授業や行事に於けるコロナ対応で、
業務が増え対応できなかった

×

クラス減にともなう
教務職員の削減と業
務の集中で、積極的
な対応は困難と思わ
れる

×

49
ホテル、レスト
ランへの調理場
短期研修

実
習
部

学生を送り出す職場
に対する現状を体験
することが、学生指
導に還元されより効
果的な指導につなが
る

コロナ感染対策下では、
外部への研修の依頼、取
り組みは困難と考えられ
るので、別途有効な研修
のあり方を検討していく

研修検討委員会
の立ち上げと定
期開催

コロナ禍により、実行が無理であっ
た

×
アフターコロナを鑑
み、実行は難しいと
考えられる

×

50
ホテル、集団調
理施設への調理
場短期研修

教
務
部

学生を送り出す職場
に対する現状を体験
することが、学生指
導に還元されより効
果的な指導につなが
る

コロナ感染対策下では、
外部への研修の依頼、取
り組みは困難と考えられ
るので、別途有効な研修
のあり方を検討していく

研修検討委員会
の立ち上げと定
期開催

コロナ禍により、実行が無理であっ
た

×
アフターコロナを鑑
み、実行は難しいと
考えられる

×

51
研修委員会の設
立と研究発表の
定期開催

実
習
・
教
務
部

教育機関としての使
命を果たすべく、職
員の意識と知識の向
上のために、学び触
発を受ける場が必要
と考える

研修検討委員会に於いて
研修制度の在り方ととも
に、実現に向け検討して
いく

研修検討委員会
の立ち上げと定
期開催

コロナや人員減などの対応で、業務
が多忙になり対応できなかった

×
料理顧問以上を中心
に進めていく

×

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



（７）施設設備 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

52

ロッカー室の整
備・美化（安全
面、盗難防止強
化）

教
務
部

限られたスペースに
学生数が増加した際
には、ロッカーを増
やして、そこに多く
の学生が混雑する中
使用している。

倉庫の様な設えから、学
生が使用するに相応しい
施設として整備美化に努
めることはもとより、コ
ロナ感染予防のための三
密を避けるための環境整
備。

学生数がここ数
年減少する中、
使用していない
空きロッカーを
移動しスペース
を広く使用でき
るようにする。

人数の減少に伴い、スペースに関し
ては、以前に比べ若干取れているも
のの今後学生数が増えた時のことを
考慮するとロッカーの配置変更まで
には至らない状況である。

×

入学者数の増減を鑑
みるとそこまでス
ペースの確保は難し
いところである。

×

53
サービス演習室
の整備

教
務
部

サービス演習室の絨
毯のすり減りが激く
605教室のサービス
演習室には、洗い場
もなく製菓講義室で
洗浄をしている。教
育の充実を図る上で
環境整備も急務であ
ると考えられる。

5号館1階の演習室の絨毯
の張替えと1号館605教室
のサービス演習室として
の環境を整備する。

絨毯張替えと605
教室での授業後
に使用できる水
回りの増設。

耐震工事に伴う改修工事が検討され
ている為、実行せず。

×

耐震工事に伴う改修
工事も検討されてお
りますが,大々的に
張替えや設備投資と
なる際に費用面でも
問題があり修善に至
らない状況である。

×

54
講義室の座席の
快適化

実
習
部

学生数の減少に伴い
座席が余っている講
義室がある。また
ソーシャルディスタ
ンスを踏まえると前
後左右と座席の幅・
間隔も狭く、密接し
ており窮屈さを感じ
る。

受講する学生数に見合っ
た座席数に変更し、受講
する学生の座席のスペー
スを広くする。

現在の適正学生
数を踏まえ座席
が多くある実習
室は座席幅・間
隔を取るなどし
てスペースに余
裕のある席・机
の設置。

耐震工事に伴う改修工事が検討され
ている為、実行せず。

×

耐震工事に伴う改修
工事も検討されてお
りますが緊急性も低
く、修繕費など含め
実施事態が難しいと
ころである。

×

55 校内の安全確保
教
務
部

これまで年度末に修
繕個所を洗い出し総
務に依頼を出してい
た為、新学期までに
改善される所と大が
かりな所は新年度に
持ち越されての改
善、そのまま次年度
も過ごしてし合うこ
とがあった

見落としがちな細部の修
繕個所を早急に修繕でき
るようにする。

修繕個所を速や
かに修繕し、不
備な状態が短期
間であるように
努める。

一部、階段の床面張替え実施。 △

耐震工事に伴う改修
工事も検討されてお
り、実施に至らずと
いう状況である。

×

56
実習室の施設・
機器類の最適化

実
習
部

老朽化が酷いため新
しくしても、次から
次へ設備の入れ替え
を行っている。

各実習室の老朽化した機
器類を現場に近い設備に
近づける為の機器の入れ
替えと設備の整備。

各担当で機器類に
関して最適化すべ
き箇所を検討し一
覧化する。「施設
設備不備事項一
覧」と照らし合わ
しながら改善時期
の計画を明確にす
る。

耐震工事に伴う改修工事が検討され
ている為、実行せず。

×

「施設設備不備事項
一覧」と照らし合わ
しながら改善時期の
計画の不明の為、明
確に出来ませんでし
た。

×

59
実習室の衛生と
スムーズな見学
場所の確保

実
習
部

通常授業の際に見学
者は、外履きで実習
室へ入出、見学をし
ている状態。出来る
だけ授業の際入出せ
ずに見学できる環境
を整えることが必
要。

様々な場面や調理に関し
ても安心・安全・衛生が
強いられる中、部外者の
入室を少なくし衛生を保
つために実習室の壁を一
部ガラス貼りにし廊下か
らでも見学しやすくす
る。

3階日本料理、4
階西洋料理の各
実習室が該当箇
所になるため業
者選定と施工時
期の検討。

耐震工事に伴う改修工事が検討され
ている為、実行せず。

×

耐震工事に伴う改修
工事も検討されてお
りますが緊急性も低
く、改装費など含め
実施事態が難しいと
ころである。

×

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括



中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括

61 トイレの整備
教
務
部

（

総
務
部
と
連
携
）

手洗い用の液体石鹸
入れが壊れてそのま
までボトル石鹸が置
いてあったり、普段
人目にさらされない
からこそ整備が必要
と考えられます。

悪臭対策とコロナ感染予
防対策にもある手洗いを
励行させるためにも手洗
い場の整備と破損してい
る設備の排除を行い衛生
的に使用できるような洗
面台の設置と環境美化。

各フロアのトイ
レの洗面台整備
と破損個所の撤
去と整備。

耐震工事に併せてトイレの改修工事
計画があるため実施せず。

×

耐震工事に伴う改修
工事も検討されてお
り、実施に至らずと
いう状況である。

×



（８）財務基盤 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

62
本科留学生受け
入れ対策

ｓ
ｓ
課

コロナ禍を経て留学
生受け入れのデメ
リットとリスクを考
慮し、学校としての
留学生対応を再考し
なおす。

コロナ禍の影響で、留学
生の入国制限や外食産業
界の低迷により外国人の
雇用状況に変化が生じた
ため、留学生受け入れの
方針変更が必要と考え
る。

学園学内での意
思統一

コロナ禍の継続で不確定要素が多く
意思統一するには時期早々と判断

△
多方面からの情報収
集の強化

国の政策の影響大 ×

63
特定技能1号対
象コース準備

教
務
課
・
就
職
課

コロナ禍を経て留学
生受け入れのデメ
リットとリスクを考
慮し、学校としての
留学生対応を再考し
なおす。

コロナ禍の影響で、留学
生の入国制限や外食産業
界の低迷により外国人の
雇用状況に変化が生じた
ため、留学生受け入れの
方針変更が必要と考え
る。

学園学内での意
思統一

コロナ禍の継続で不確定要素が多く
意思統一するには時期早々と判断

△
多方面からの情報収
集の強化

費用対効果の検討 ×

64
日本料理調理技
能認定制度対象
コース準備

日
本
料
理
・
教
務
課

コロナ禍を経て留学
生受け入れのデメ
リットとリスクを考
慮し、学校としての
留学生対応を再考し
なおす。

コロナ禍の影響で、留学
生の入国制限や外食産業
界の低迷により外国人の
雇用状況に変化が生じた
ため、留学生受け入れの
方針変更が必要と考え
る。

学園学内での意
思統一

コロナ禍の継続で不確定要素が多く
意思統一するには時期早々と判断

△
多方面からの情報収
集の強化

費用対効果の検討 ×

65
受講生教育体制
の構築と充実

学
校
全
体

受講生受け入れ1年
目は東京都と連携し
制度通りの教育が実
施された。しかしコ
ロナ禍の影響で就労
支援の部分で不安を
感じている。

受け入れ企業に制度の趣
旨を説明し訓練生の受け
入れ求人先を開拓。

訓練生の希望に
合う求人の確保

概ね訓練生の希望に即した就職活動
が行われた。

〇 費用対効果の検討 〇

66
各科受講生の就
労先の開拓

就
職
課

受講生の希望と、コ
ロナ禍の影響で大き
なダメージを受けた
外食産業界の動向を
見極める。

外食産業界の動向を見極
めつつ制度の趣旨に即し
た就職支援を実施。

訓練生14名の内
定

卒業時点で10名就職内定・2名未
定・2名退学

〇 〇

67 募集活動の拡大

教
務
課
・
広
報
部

2年目の申請が認可
されなかった理由を
精査し、適正な募集
人数を設定

各科総定員数と制度基準
を鑑み各科10名で申請

高度調理経営科
（日本料理専
攻）10名
高度調理製菓科
10名

2年連続で不採用、制度として受託
認定の可能性が低い為再検討が必要
と判断

× ×
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中期計画

番号
施策名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容
（目的･意味／手段･行動）

達成基準
（ゴール･目標）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

具 体 的 施 策 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括

68 同窓会組織対応

学
内
同
窓
会
委
員

学園として同窓会組
織の在り方を決める
必要があると思われ
る。

同窓会について本部との
会議を開催。

学内同窓会委員
会の設置

×
既存の同窓会組織を
動かす必要がある。

×



【その他の取り組み】 ※ 達成度･評価は ◎ ○ △ × の４段階

領
域

区
分 取り組み名

担当
組織

これまでの教訓
（現状分析･課題）

内　容 達成基準
（行動目標含む）

想定され
る費用

経緯と結果
（変更点･実施内容･達成内容）

費用
達成度

※
成 果

向上方策
問題点

改善方策
コメント

評価
※

具体的な取り組み 計　画　内　容 結　果　お　よ　び　自　己　評　価 学 校 総 括


